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「雑がみ」のなかには、
リサイクルできない紙類があります。
また、異物（ノートの金具やビニールなど）の混入にも注意が
必要です。

リサイクルできない紙類

ご存知ですか？

「雑がみ」とは？

雑がみとは、段ボール、新聞、雑誌、飲料用紙パック以外の紙のことです。
例えば、
チラシ・包装紙・紙袋・封筒・ティッシュの箱などがあります。

感熱紙、カーボン紙、
印画紙
・レシート ・写真
・宅配便の伝票など

圧着紙（圧着はがき）
・貼り合わせのハガキ
（ダイレクトメールなど）

シール、シールの台紙
・シール
・雑誌の付録シールなど

油などで汚れている紙
・ピザ箱
・ケーキ箱など

臭いのついた紙
・洗剤箱
・線香箱など

防水加工紙
・紙コップ、紙皿
・アイスクリーム容器など

紙リサイクルにおいては、雑がみの回収量を増やしつつ、リサイクルされた
再生紙の品質も維持していくことが重要となります。

段ボール、新聞、雑誌、雑がみ、飲料用紙パックといった
古紙は、市民の皆様のご協力により種類ごとにきちんと分別され、
それぞれの紙製品の原料として利用されています。

紙リサイクルと分別にご協力をお願いします


